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＃心にヒマのある生物、人間 

 

まずは、マンガの前編で書いた『寄生獣』に戻る。 

主人公 新一とそれと一体化した寄生獣ミギー（右

手を代替しているからミギー）。 

物語は、人類とそれに寄生し捕食する生物 寄生獣

の間の戦いと共生をつづったものだ。彼らは元来、

極めて合理的であり、所謂社会性や人間的感情もな

い。物語はその対比を示しつつ、人間の非合理性や

感情の意味を探ってもいる。 

 

様々な戦いが終わり、最後のシーン（第 10 巻）

でミギーが静かに問いかける。 

「ある日 道で・・・」 

「道で出会って 知り合いになった生き物が」 

「ふと見ると 死んでいた」 

「そんな時 なんで悲しく なるんだろう」 

 

「そりゃ人間がそれだけ ヒマな動物だからさ」 

「だがな それこそが 人間の 最大の取り柄 なん

だ」 

「心に余裕（ヒマ）のある生物」 

「なんと すばらしい！！」 

 

何年か前に NHK 教育テレビで「野猫学（のねこ

がく）」をやっていた。琉球大学 教授の伊澤雅子さ

んによるものだったが、これはかなりの衝撃だった。 

ノラネコを学術的には野猫と呼ぶことも新鮮だっ

たが、様々なフィールド調査を通じて、その深い本

質を解き明かそうとする情熱。彼女の本業は動物行

動学でイリオモテヤマネコなど希少種保全なども研

究テーマだが、この野猫研究も中核テーマの一つだ。 

 

 

 

ここで明かされるネコ社会の基本原則（例えば「道

の通行は先着順」「高いところにいるものが勝ち」等）

は大変興味深いがこれは NHK 人間大学テキスト

『群れる・離れるの動物学』に譲るものとして、私

の最大関心は「心の余裕（ヒマ）」だった。「ノラネ

コで食っている人がいるんだ・・・」 

 

私の大学時代の友人には基礎科学の研究者が多く、

星や素粒子や時間の性質を研究することで食ってい

る。研究対象は 100 億光年（946 兆 km・・・）

の彼方
か な た

であり、1 兆分の 1 メートルの極微
ご く び

であり、

1 兆分の 1 秒の刹那
せ つ な

だ。（因みに刹那は仏教語。1

回指を弾く時間の 65 分の 1 の時間という。仏陀は

その間に人の一生の価値があると説く） 

基本的に一般人の日常生活には、全く何の関わり

も持たないテーマばかりだ。 

 

では彼・彼女らを食わせているのは？ 

主には国民の税金だったりする。つまり我々みん

なだ。我々の心の余裕が、それを許し、また促進し

ているのだ。未来を知りたい、過去を知りたい、存

在の理由を知りたいと。 

 

野猫もそうなのだ。 

それが直接的に人間社会の役に立たなくても良い

のだ、きっと。身近な生き物、ノラネコの、面白い

生態が分かったら楽しい。それでいいのだ。 

 

新石器時代以降、人間の生活時間配分は劇的に変

わった。特に近代においては大衆一般にまで「ヒマ

な時間」が行き渡った。 

食べることに追われなくて済む生活、命の危険を
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感じ続けなくて良い生活を、あらゆる地球上生物の

中で初めて、大量に手に入れたのだ。 

それこそが人間の特異性を支えている。この限り

ない（身を滅ぼすほどの）探求心、好奇心、そして

慈悲の心。 

 

人であるために、人であることの意味を最大限 活

かすために、心に余裕（ヒマ）を持とう。 

追いまくられていてはダメだ。時間的にも精神的

にも。どう時間的余裕を作るかは本稿の守備範囲で

はないが、マンガによる精神的余裕の作り方を、多

少述べてみよう。 

 

＃小さな純粋さが心の殻を破る 

 

まずは、心の硬さチェックである。素直に純粋で

面白いものを見て笑えないようでは重症、余裕度ゼ

ロだ。 

純粋といえば「子ども」か「動物」、ということで、

チェックの素材としては佐々木倫子
の り こ

さんやあずまき

よひこ氏のものが最適だろう。 

佐々木倫子さんの『動物のお医者さん』は H 大 獣

医学部（どう読んでも北海道の H）を舞台にした、

動物もの。主人公ハムテル（本名 西根公
きみ

輝
てる

）は獣医

を目指す学生なのだが、毎回のテーマが見事に動物。

巻末にはいつも数十名の「取材協力者」名前がなら

ぶ。 

と言うわけで動物関係の蘊蓄
うんちく

構築にも役立つが、

私は所々出てくるチョビ（ハムテルの愛犬。シベリ

アンハスキー・・・）の言葉が好きだ。もちろん声

を出して喋るわけではない。「ゴメンね」とか「なに、

それ？」とかちょっとした合いの手のようなものだ。

これが、いい。 

 

あずまきよひこ氏の『よつばと』は全くの日常が

テーマ。 

主人公は最近田舎（海外のどこか）から、町に越

してきた よつば。推定 6 才。 

「お父さん」曰く「外国に行ったとき拾ってきて、

なぜか育てることになった」女の子だ。このとてつ

もなく無邪気で純粋な子どもが、隣家の 3 姉妹を巻

き込んで引き起こす、小さな出来事達がユーモアた

っぷりに綴られていく。 

 

よつば に複雑さは通用しない。楽しいものは楽し

いし、コワいものはコワい。特に鳥除けの大きな目

玉の風船は大嫌い。にわか雨は大好き。雷が鳴れば

長靴を履いて傘なしで外に飛び出す。打上花火を初

めて見て感動し「おっきーなー」「はなや意味ねーな

ー」叫び、花屋のあんちゃんを焦らせる。 

彼女は「無敵だ」。 

 

＃4 コマで時間がゆっくりになる 

 

空白にこそ余韻や空想がある。「ぼのぼの」はそう

いう空白にあふれている。4（もしくは 8）コママ

ンガが数十連なってストーリーになっている。 

お話自体も結構示唆に富むものだ。主人公ぼのぼ

の（ラッコ）を中心に、アライグマ、シマリスとい

った子どもたちが森の中で色々なことに遭遇し、探

求し、少しずつ（たぶん）成長していく。 

周りを取り巻く大人（の動物）たちは、妙に哲学

的でその発言は意味深い。スナドリネコ、ヒグマの

大将、カシラ（ひぐま）、長老さま（シャチ）、みな

それぞれの哲学をもっている。 

 

長老さま： 

「それはの このトシまで生きると よ～くわかる 

んじゃが・・・」 

「生き物が 悩まなきゃ いけないこと など」 
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「この世にゃ ないような 気がするん じゃよ」 

「ほっほっほ～ 今のは ないしょじゃぞ」 

「言うと みんな おこるから の・・・」 

 

しかし、もっとも味わうべきはこのマンガに満ち

る「間（ま）」だ。4 コマを決して、ただの起承転結

に使わず、かつその狭い狭い画面を一杯に使ってい

る。 

文章で表現することは甚だ難しいが・・・例えば： 

1.右下に岩場。ぼのぼのが立っている。残りは全

て海。ぼのぼのは、おとうさんを探しているが潜水

中で姿が見えない。 

2.同じ構図。画面左上に矢印と「この辺に出てく

ると思っている」のコメント 

3.同じ構図。矢印のみ。コメント無し 

4.同じ構図。矢印から少しずれたところに、おと

うさん（1 ㎜角）が現れる。ぼのぼののところには

「あぁっ おしいっ」の太字コメント。 

 

こんな調子だ。ほんの少しの動きとセリフ・コメ

ントで一コマ一コマが進んでいく。よーく見ないと

見落としそうな感じで。 

 

これは、ゆっくりとした想いや時間の流れを表現

するのに良い方法だろう。いや、と言うよりは、読

者の「時間」を遅くするための手法、ではないか。

焦って読み進んでも、この面白さは味わえない。 

なんの蘊蓄も哲学もないこのコマすすみに、楽し

さを感じうるかどうか。それが余裕（ムダ）修行の

2 段階目だ。 

修行なので後は、繰り返し、進んでいくだけ。繰

り返さなければ身に付いた「技」にならない。どん

どん次に進まなければ先達を超えられない。時間の

余裕と心の余裕（ヒマ）をもって、人としての進化

を遂げよう！ 

 

さて、3 回にわたったマンガの回も終わり、学び

の源泉 本の章は一旦これで完結。如何だっただろう

か。 

 

次回は「TV に学ぶ」。意外とあるんです、マスメ

ディアから学べること。お楽しみに。 
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マンガリスト 

・ MASTER キートン、勝鹿北星・浦沢直樹、小学館 

・ PLUTO、浦沢直樹・手塚真、小学館（原作 手塚

治虫「鉄腕アトム 地上最大のロボット」） 

・ Magical Super Asia 深く美しきアジア、鄭問、

講談社 

・ 東周英雄伝、鄭問、講談社 

・ バガボンド、井上雄彦、講談社（原作 吉川英治「宮

本武蔵」より） 

・ 寄生獣、岩明均、講談社 

・ ヒストリエ、岩明均、講談社 

・ ヘウレーカ、岩明均、白泉社 

・ 風の谷のナウシカ、宮崎駿、徳間書店 

・ 蒼天航路、李學仁・王欣太、講談社 

・ 陰陽師、岡野玲子・夢枕獏、白泉社 

・ 風の大地、坂田信弘・かざま鋭二、小学館 

・ 湾岸ミッドナイト、楠みちはる、講談社 

・ 熱風の虎、村上もとか、集英社 

・ 11 人いる、萩尾望都、小学館 

・ 東の地平 西の永遠、萩尾望都、小学館 

・ 百億の昼と千億の夜、萩尾望都、小学館（原作 光

瀬龍「百億の昼と千億の夜」より） 

・ 風の谷のナウシカ、宮崎駿、徳間書店 

・ ブルーシティ、星野之宣、MF 文庫 

・ 巨人たちの伝説、星野之宣、MF 文庫 

・ プラネテス、幸村 誠、モーニング KC 

・ 攻殻機動隊、士郎 正宗、講談社 

・ ピンポン、松本大洋、小学館 

・ 吾 ファイブ、松本大洋、小学館 

・ ぼのぼの、いがらしみきお、竹書房 

・ よつばと、あずまきよひこ、メディアワークス 

・ 動物のお医者さん、佐々木 倫子、白泉社 

・ おたんこナース、佐々木 倫子、小学館 

・ Heaven？、佐々木 倫子、小学館 

・  

・ NHK 人間大学テキスト「群れる・離れるの動物学、

伊澤雅子、日本放送出版協会 

・ ノラネコの研究、伊澤雅子 文・平出衛 絵、福音

館書店 
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